
愛媛県桧前町方言のアスペクト表現

- ヨル ･トル を中心 と して-

0. はじめに

本論では,愛嬢県伊予郡松前町の老若rllJjJJ-i-.,'におけ

る,動詞辿用形+ヨル ･動詞油川形+トルを中心とし

たアスペ クト体系を明らかにするととい二.そこから

生じる二 ･三の問題点について考えたい｡

r言語研究J第15鵜,｢匝ほ吾動詞の一分桝｣において,

金田一春彦氏は,共通語におけるアスペ クト辞 ｢～テ

イル｣の接続と,その結果表現される意味 とによって,

共通語で使用されている動詞を.IC･':味的に凹分相した｡

これは,偶々の動詞が,時間の観念を持っているか,

いないか,持っているとすれば.それが ｢継続的｣な

ものか.あるいは ｢瞬間的｣なものかを明らかにした

ものである｡これによる動詞の分析を次に挙げておく｡

Ⅰ 状態動詞 ｢～テイル｣がつかない動洞.｢有

ル ･切レル ･話セル-･- -｣｡暗闘

を超越した観念を表現する動詞｡

ⅠⅠ 継続動詞 ｢～テイル｣がついて動作 ･作用が

進行中であることを表現する動詞｡

｢酋ク･説ム ･降ル･---｣｡動作･

作用が,ある時間内続いて行なわ

れる椛糊の動詞｡

rlt 瞬間動詞 ｢～テイル｣がついて動作 ･附 tJの

結果が城71:していることをIii･現す

る動詞｡｢化ヌ･l(;i;ク･決マル--

-｣｡動作 ･作川が,ある瞬lH=二終

わってしまう種期の動詞｡

Ⅳ 第4封i動詞 常に ｢-ティ/シ｣がついた形でし

か用いられない助詞｡｢ソビエル ･

スグレル ･llltカリレ･ - --｣｡時問の

観念を含まない｡物がある状態を

帯びることを表現する動詞｡

こjLらは, もちろん,共通語の動詞に関する分析で

あるが,松i榊 rjJ.言の記述に際しても,非常に参考に

なるO以下,この分類をもとにして,記述を進めるこ

ととする｡

1. 枚前町老年層方言のアスペク ト体系

松前町老年桝万言では,アスペ クトを表現する形式

高 橋 顕 志

として,｢～ヨル｣･ ｢～ トル｣･｢～- ジメル｣･｢～デ

ス｣･｢～テシマウ｣･｢- トク｣･｢～テアル｣･｢-ター

ル ｣などが使用されている｡本論では.その中でt,位

も兆本的なものとしてその機能を果たしている ｢～ヨ

ル｣･｢～トル｣について見る｡

分析に先だって.次のような作業鵜畔を設定してお

く｡

A B

桝軸,右方rL'･H二時HI')が経過するものと考える｡Aが,

動詞の表現する動作 ･作用のはじまりを示し,Bが,

そのおわリを示す｡従って,(丑の部分は.動作 ･作川

がまだ起こっていない時間を示す｡いわゆる将然の部

分であるO②の部分は.動作 ･作川が現在進行Lj]であ

ることを示す時閲である｡動詞の槻肌 こよっては,こ

の部分を認め稚いものもある｡③の部分は,動作 ･作

用が既に終了した時間を示す｡いわゆる既然の部分で

ある｡

以下,挙げる例文には.それらがどの部分を表現 し

ているのかを,(》･② ･(卦で示す｡

まず,継続動詞 ｢i!宇ク｣･｢刷ク｣について見る｡

1.イマ,ジィ,カキヨルンジャケン.ウゴカスナ

ヤ｡(今,∫;I:を邦いているのだから,動か さな

いでくiLよ｡) (a

2.エエジィ,カイトルナ了｡(上手な'i/:を,iIJt･い

ているねえ｡) ③

3.ヒトノ-ナ シ. ヨー キキヨラナ イカンゾ十｡

(人のul]･は,良くJitJいていなければいけない

よ｡)- ②

4.ヒトノ-ナシ, ヨーキィトルケン, ヨーワか ･/

トライ｡(人の話 を,良 く剛いているから.良

くわかっているよ｡) ③

これらの例より.｢継続動詞+ヨル｣は(診,すなわち

進行を表現 し,｢継続動詞+トル｣は③.すなわち雌 然

を表現することがわかる｡

次に,瞬間動詞 ｢托ヌ｣･｢決マル｣について見る｡

5.7ソコデ,ヒトかシニヨル｡(あそこで,人が妃

にかかっている｡) ①
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6.7ソコこ,ヒトかシンドル｡(あそこで,人が死

んでいる｡) ③

7.コッカイデ,イマ,タバコノネアナかキマリヨ

ロケ｡(国会で,令,煙草の値上げが決定されよ

うとしているだろう｡) ①

8.キマットルコト-,マモラナイカン｡(決まって

いることは,守らなければいけない｡)- ③

これらの例より ｢瞬間動詞+ヨル｣は①.すなわち

将然を表現し,｢瞬問動詞+トル｣は③,すなわち既然

を表現することが明らかとなる｡

ところで,先の継続動詞にも,詳しく見れば,次の

ような用例を見つけることができた｡

9.アーツ,カキヨル｡- ヨイッテ, トメナ｡(あ

っ,-iitこうとしている｡早く行って止めなけれ

ば｡) (D

10.モーチョットデ,コノカミィ,ジィ,カキヨッ

タ｡(もうすこLで,この紙に,字を,番 くとこ

ろだった｡)- ①

ll.キカイデモエー-ナシ,モーチョットデ,キカ

サレヨッタ｡(朋かなくても良い話を,もうすこ

Lで,聞かされるところだった｡) ①

これらの例は,｢動詞+ヨル｣で(丑の部分を表現した

ものであるOこの意味の現われ-JJ'は,｢瞬間助詞+ヨル｣

での意味の現われJJ-と全 く同じものである｡｢沓クJ

｢開ク｣などという継続動詞に分封ほ れるものでt,,

このように,文脈によっては,瞬間動詞として使用さ

れることがあることにIJ川 く̀｡

金凹-氏の動詞の分桃では,凶排の動詞に,次のよ

うにでも表記すべき意味素性を認めたと考えることが

できよう｡

Ⅰ 状態動詞 〔一時間 ･+状態〕

Il 継続動詞 〔+時間 ･+継続〕

ⅠⅠⅠ瞬間動詞 〔+時間 ･-継続〕

Ⅳ ･節,4頬動詞 〔一時間 ･一状態〕

しかし,上の松前町老年層方言の例でも明らかなよ

うに,ⅠⅠ.継続動詞の素性のうち,〔+継続〕の素性は.

文脈によっては 〔一継続〕になることもあるのであるo

こういう例は,共通語の継続動詞の場合でも,文脈を

限EjizLさえすれば.す ぐに見つかる｡

12.そんな本は,読んではいけません｡

13.いつからその本を読みますか｡

14,お父さんは,もう1.rI:･っている｡

15.まだ･)I,蘇っていないから,今度にして｡

12･13における｢説ム｣は,｢読みはじめて読みおわ

る｣という意味ではなく,｢読みはじめる｣まさにその

時点に注臥在があり,いつ ｢読みおわる｣のかについ

ては,問題にしていない｡14･15における｢堀ル｣も,

｢帰 りはじめて帰 りおわる｣という恋味で使用されて

いるのではなく,ここでは ｢帰 りおわる｣という時点

に大きな注目点があるのである｡

このことから,先の継続助詞に関する意味素性は.

〔+時Hl]･+継続 ･一継続〕とでも盲!fき改められなけ

ればならないだろう ○

なお.この 〔一継続)の素性は,文脈によって現わ

れる素性であるから,文脈素性として,別に処理すべ

きものであるという弧も成り立つかもしれない｡しか

し,〔+継続〕の補集合としての 〔一継続〕が文脈素性

であるなら,〔一継続)の補典合としての 〔+継続)ち

文脈素性 となり,用語はどうあれ,両者は,全く同一

のレベルの素性 となるのは明らかである｡私は意味素

性を広く考え,その語が持っているあらゆる可能性か

ら導き出されるものを記述しなければならないと考え

ている｡一見矛盾する 〔+継続〕〔-継続〕は,本来そ

の動詞の中に含まれており,それが典体的な場面 ･文

脈に出現するにあたり,具体的な場面 ･文脈によって,

どちらかが抑圧 されるのだと考える｡9-15における

｢番ク｣｢開ク｣｢読ム｣｢僻ル｣などでは,文脈によっ

て 〔+継続〕の素性が抑圧されている例である｡金凹

一氏が.この頬の動詞を継続動詞と名付けたのは,た

またま 〔一継続〕の素性の抑圧された文が目に付きや

すかったからにすぎない｡

一万,｢瞬間動詞+ヨル｣で②,すなわち進行を来秋

することは､ まずない｡従って,瞬Fiu動詞に関する

〔十時間 ･-継続)という素性は,I.!Fき改める必安が

ない｡

松前町老年層万言には,｢酋ク｣｢liuク｣｢柁ヌ｣｢決

マル｣にヨル ･トルのついた形で,さらに,次のよう

な用例も兄いだせる｡

16.マイこす,ニッキカキヨル｡(毎 日,日記をかい

ている｡)

17. (記録等をみて)コノヒト-,マイニチニッキ

カイトル,エライナァ｡(この人は,韓 日,日記

を番いている｡伴いなあ｡)

18.イッツモ.セン七一ノ,-ナシ-,ヨーキキヨ

ラナイカンゾナ｡(いつも,先生の話は,良 く問

いていなければならないよ｡)

19.ワシャ,イッツモ,センセーノ-ナシ,ヨーキ

ー トルケン,ヨーワカッ トライ｡(俺は.いつ

も.先生の話は,良 く聞いているから,良くわ

かっているよ｡)
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20.マイニチ,センソ-チ,ヨーケヒトかシニヨッ

タ｡(毎 El,職争で,たくさん人が死んでいた｡)

21. (記録等をみて)エヒメノヒトモ,タイプ,マ

ンシューデシンドルナ-0(愛媛の人も,た く

さん,満州で死んでいるねえ｡)

22.チカゴロ-,マイトシコクチッノネアゲガキマ

リヨルか,アリャ,ドーシタモンジャロカ｡(蚊

近は,毎年国鉄の値上げが決まっているけれど,

あれは,どうしたものだろうか｡)

23. (記録等をみて)コノゴロ-,マイトシイロン

ナコトかキマットルナ-0(このころは,毎年.

色々な事が決まっているねえ｡)

これらの例は.｢動詞+ヨル｣で習慣的な動作 ･作用

が,現在も進行中であることを表現しており. また,

｢動詞+トル｣は,習慣的な動作 ･作用が過去のある

期間において行なわれ それを現在確認出来るものに

ついての,習作tの完了とでも呼ぶべき表現法であるO

このことは,これらの助詞に 〔+酬Li!r〕とでも袈記

すべき意味素性を認定 しなければならないことを示し

ている｡したがって,先の継続動詞 ･瞬fiS働 詞の意味

素僅は,液絡的に,次のようにまとめられよう｡

ⅠⅠ 継続動詞 〔+時FiiJ･+継続 ･-継続 ･+習例〕

このうち,〔+継統〕･〔一継続〕･〔+習･rn〕は,文脈

による相補分布をなす｡

m 瞬間動詞 〔+時間 ･一継続 ･+習ti't〕

このうち 〔-継続〕･〔+習慣)は.文脈による相補

分布をなす｡

一方.松前町老年層方言におけるアスペクト体系は,

次のようにまとめられる｡

A.文脈によって 〔+時間 ･一継続〕以外の素性が

抑柱されている助詞+ヨル⇒将然

B.文脈によって 〔+時間 ･一継続〕以外の素性が

抑住されている動詞+トルヰ欣然

C.文脈によって 〔十時問 ･十継続〕以外の素性が

抑圧されている動詞+ヨル⇒進行

D.文脈によって 〔1-時間 ･+継続〕以外の素件が

抑圧されている動詞+トルヰ既然

E.史脈によって 〔十時間 ･+習･rl･'t〕以外の素性が

抑[･JLきLLている動.iiiJ+ヨル⇒習旧の進行

F.史脈によって 〔+時間 ･+習ti't〕以外の素性が

抑rt:.されている動詞+トル⇒'E3昭の尤了

このように,松前町老年層方言のヨル ･トルを中心

としたアスペ クト表現は,動詞と,それにかかわる文

脈とによって,i'.3然とした体系をなしているのであるo

さらに.ヨル ･トル自身の中心的な意味 i).次のよ

うに記述することができる｡

ヨルヰ文脈によって既に定まっている前接動詞の示

す動作 ･作用が,まだ終わっていないことを

示す｡

トル⇒文脈によって既に定まっている前接動詞の示

す動作 ･作用が,既に終了したことを示す｡

このヨル ･トルの対立は,末完了 ･完了の対立とま

とめて良 い｡

2. 枚前町若年層方官のアスペクト表現

松前町若年層方言における,ヨル ･トルを中心とし

たアスペクト表現は,老年層方言とは,若干輿なった

様相を里する｡ここでは,その追いについて報告する｡

老年層方言では,前接動詞が文脈によって梯々の時

のとらえ方を決定され,その上にヨル･トルが未完了･

完了の対立をもって後接し,様々なアスペクト表現を

しわけているのであった｡若年層方言でも,このアス

ペクト表現の枠組み自体は,老年層方言と全く同じで

ある｡しかし,その枠内を詳しく見てゆくと,次のよ

うな変化が起こっていることに'Jlt付 く｡すなわち,節

記のCとEの枠が,次のようになっているのである｡

C.文脈によって 〔十時間 ･+継続〕以外の兼件が

抑圧されている動詞+ヨルあるいは トルヰ進行

E.文脈によって 〔+時間 ･+習慣〕以外の#:･性が

抑圧されている動詞+ヨルあるいは トルヰ習慣

の完了
つまり,老年層方言でヨルでしか表現出来なかった

枠が,若年Id方言では. トルででも表現出来るように

なっているのである｡言い替えれば, トルが,ヨルの

領域に侵入して来ているのであるoLかし,ヨルの絹

地すべてに トルが侵入してしまっているのではなく,

Aの枠には仕入しておらず,ここは依然としてヨルの

みで衷現されている｡また,C･Eの枠でも, トルが

ヨルを完全に駆逐 しているわけではなく.ここでは,

ヨルとトルが併用されているのである｡B･D･Fの

枠は,老年層方言とⅠ司じで,ここは依然として トルに

よってのみ表現されている｡

この,若年層方言のC･Eの枠における,ヨルとト

ルの併用は,表現上何の差 iJないいわL･Dる混同とは遠

い,同じ文法的 (アスペクト的)枠内で.微妙な意味

上の差を表現 し分けているのである｡

次に,Cの枠内での併用の例と.内'Hによる表現上

の差を見てレDく0

24.ヒーカ＼ モエヨルケン.アタレヤ｡(火が,燃え

ているから,あたりなさいな｡)
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25.ヒ-ガ,モエ トルケン.アタッテコイ｡(火が,

燃えているから,あたってきなさい｡)

24は,発話者自身t,火にあたっている｡火は,発i論

者のところで燃えている｡発話者自身が火をたいてい●

る時などの場合に使う｡それに対し,25は,発話者は

火にあたっておらず,火は他の所で燃えているような

場合に使う｡

26.7ソコノ,イエ.モエヨッタワィ｡(あそこの家

が,燃えていたよ｡)

27.7ソコノ,イエ,モエ トyタワィ｡(あそこの家

が,燃えていたよ｡)

26は,令,現場から駆け戻って,息を切らせながら

報告している感じがするのに対し,27は,速い昔のこ

とを回想している時の表現である｡しかし,昔の出来

事でも,炎.に迫って描写しようとする場合には,26の

表現を使用する｡

28.ヤヤガナキヨルゾ｡(亦ン坊が泣いているよ｡)

29.ヤヤガナイトルゾ｡(赤ン坊が泣いているよ｡)

28は,夫が妻に,迦あるいは赤ン坊の身になって,

どうしたらいいだろうかと相談を持ちかけているよう

な場合の言い方であるのに対し.29の表現は,亭主閲

臼的な言い~方であり.妾に対 して,早 くなんとかしろ

と言いつける時の表現｡

30.オマエか,ワライヨル トコ,シャシンニ トッタ

ゾ｡(あなたが,笑っているところを,写矧 二伽

ったよ｡)

31.オマエか,ワロトル トコ,シャシンニ トソタゾ｡

(あなたが,笑っているところを,写真に槻っ

T=よ｡)

30は,いかにt,笑助がそこに比えてくるような,坐

き生きした表現である｡それに対し,31は,証拠の写

ILi二でも糾った時のように,笑っている現場を写真に収

めたのだぞという,確定的な;!li実を宣言しているよう

な時のいいノブ｡

32.7エ フキヨル｡(笛を吹いている｡)

33.7エ フイトル｡(笛を吹いている｡)

32は,今,近 くで,あるいは自分が笛を吹いており,

党話者FI身が音楽を楽しんでいる時のようないい方で

あるのに対し,33は,どこかで,だれかが笛を吹いて

いるのか, 自然に耳に入ってくるような時の,傍観者

的な立場に立った時の表現｡

34.イマ,イネカリヨル｡(令,稲を刈っている｡)

35.イマ,イネカットル｡(令,稲を刈っている｡)

34は,自分が稲を刈っている場合でないと使えそう

もない ｡35は,人が稲を刈っているのを見ての表現｡

36.ウシガ エサタイヨル｡(牛が飼を食べている｡)

37.ウシか エサター トル｡(牛が飼を食べている｡)

36は.現に目の前で,牛が反翁している場面を見て

の表現｡37は,遠 くから眺めている時,あるいは.自

分に関係のない他人の牛が食べている場合の表現｡

38.リヤカー,チャント,オシヨレヨ｡(リヤカーを.

しっか りと押していろよ｡)

39.リヤカー,チャント,オシトレヨ｡(リヤカーを,

しっか りと押していろよ｡)

38は, リヤカーを前で引いている人が,苑さにあえ

ぎながら,押している人に対して言う時の表現｡39は,

第三者が押している人に対して言う場合｡

40.センセー ノ-ナシ ヨーキキヨレ｡(先生の話

を,良 く聞いていろ｡)

41.セン七一 ノ-ナシ ヨーキイトレ｡(先生の話

を,良 く開いていろ｡)

40は,先生が教室で生徒に向かって注意する時の表

現｡それに対し.41は,家庭で,親が子に向か って言

う時の表現｡

42.マグ,7メ,フリヨルケ｡(まだ,雨が,降って

いるかい｡)

43.マグ.アメ,フットルケ｡(まだ,雨が,降って

いるかい｡)

42は,今から持分は出かけて行かなければならない

のだが, もし繭が降っていればいやだなあと思ってい

る時の聞き方｡43は,雨など自分には関係ないけれど

ら,ちょっと11恥､てみようかと思った時の聞き方｡

以上,わずかの例ではあるが,Cの枠でヨル ･トル

を併用している例を見た｡いずれの場合でも,ヨルの

使用されている表現は,場面を自分のものとして,主

観的に表現 しようとしている時のいい方であるのに対

し. トルの使用されている表現は,傍観者として,客

観的に,その場面から.ある程度の距敵を保とうとし

た時の表現であることがわかる｡同じようなことは,

Eの枠でのヨル ･トルの併用についても言える｡

以上のことから,C･Eの枠でのヨル ･トルの中心

的な意味は,次のようにまとめることができよう｡

ヨル⇒対象物を自分のものとして,主観的に見てい

ることを示す｡

トル⇒対象物をある程度客観的に,距離をおいて見

ていることを示す｡

このように.ヨルの領城に トルが位入し,その中で,

アスペクトを軸とするヨル ･トルの対立が.ムー ドを

軸とするヨル ･トルの対立に移行するという現象は.

老年層方言にもわずかながら認められ,この移行が.
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若年層方言になって突然起こったものではfJ:いことを

うかがわせる｡

元来,此然態 ･完了態を衷現するトルは.その動作･

作用が終了したという各組的恥'-Xをあらわすものとし

て用いらIしたはずである｡何らかの圧力が体系をt･.DU

動かし, トルがヨルの領域-1･1･入するにあたって,'#

鋭性がそのまま確り,ヨルを主税的表現へと追 いやっ

て,現Ii･'.のような忠味分担がiI:_まれたのだと考えるこ

とができよう0

-万,大阪 ･京都など近畿地プ川1部では,ヨルが軽

い卑語として使用さiL,アスペクトを全く表現しなく

なっているという･I!J';炎がある.上に述べた,桧柳IJ'の

ヨルの意味の変化は.大阪 ･京都のJ:うな.ヨルの卑

語化への節一段階だと見ることができJ:う｡主観rl'.)に,

自分のものとLて, ものごとをとらえた均分,必ず好

慾の感情が入ってくるであろうし,また.感情の入っ

ている語は,変化が激Lく批動 LJi,すいものであるこ

とは,｢他所｣を悲昧するのに.背からどjLだけ多くの

語を必質としたかをi-Lるだけで も明らかであるから

だ｡

3. おわりに

松前町雀若両屑方言のアスペ クト表現について,'i･.-I.I

二l二の考察を試みた｡一応,老IiI=一屑-Jf言におけるアスペ

クト体系,若年層方言における,その変化の失態を比

ることが.L_lS来た｡Lかし,戦きiLT･いる間脳点も多い｡

私は.体系を比蚊することによって,その体系を胸

時論的に位芯づけ,体系的な変化遡i.'IJ=.をn'･fIVi成し.姫

路的にはⅢ体系のjflJ'･細をET指すという比峨 JJ言･lf:U)lJi

法に澱 もt;i:.EILている一人である｡松ii;ilIJr老年Et14JJ言

のような.了!L'L､体系が,若年一同ソ1-言の体系を通 り,般

終r伽二は,大阪 ･京都などの体系へと変化してL･Dくの

だと一応の純El;'n'uhは符たが.そのfJ.iほ うめてゆく,種々

の体系を.今後雅兄し, ヨル ･トルを中心としたアス

ペクト表現の体系的な変化過程を, もれなく柏構成出

来iLば,と埠えている.

なぶ.本論は昭和50年度.都立大学中本ゼ ミでの先

払 ならびに.昭和5111=-,都立大挙国括国史学会研究

党来会での光来;lt'料をもとにしている｡ゼ ミに参加さ

れた皆様.研兜発表会でiJt･117_'_な御念兄を賜わった方々.

また.老年IFuJ一言の前者 となって下 さった足立定-7･

(HjJ的34年生まiL)氏,若年層-JI言の話者となって下

さった高輪雅彦 (昭和29年生まれ)氏に,I_LIEくお礼*

しあげる｡
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